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　今月の28日は何の日かご存じですか？ヒント

を差し上げましょう。「ススキ、お団子、お月見

…」。もうお分かりですね。十五夜・中秋の名月

です。

　十五夜は、中秋つまり旧暦の8月15日に行われ

るのが一般的ですが、太陽暦においては中秋は毎

年変化しています。現行暦では中秋は早い年で

9月上旬 、遅い年では10月までずれ込むことも

あります。また、十五夜

の月、中秋の名月は必ず

しも満月とは限らないそ

うですが、旧暦において

はだいたいが満月になる

ことが多かったようで

す。

　ところで、「この世の

中は自分の世の中だ、

ちょうど満月の欠けるこ

とのないように」という

意味の歌を詠んだ人物を

ご存じですか？ちょっと

傲慢ですよね。

　今月は、その人物を新たなイメージで描き、

「難解な史料をもとに歴史小説に新風を吹きこん

だ」と高く評価された作品を紹介します。永井路

子著『この世をば』です。

　主人公は「御堂関白」と呼ばれ、平安朝の摂関

政治の頂点をきわめた藤原道長。従来、道長に対

しては、栄華を誇った傲岸不遜な人物といったイ

メージが持たれてきました。実際に、３人の娘が

次々と天皇の后となり男児を出産、みずからは天

皇の外祖父として、左大臣、摂政、太政大臣と権

力の階段を駆け上りました。そして後一条天皇に

入内した威子が中宮に立后、太皇太后となった一

条天皇妃・彰子、皇太后となった三条天皇妃・妍

子とあわせ、三宮を独占したときに詠んだ歌が、

　この世をば　わが世とぞ思ふ　望月の　

　　　かけたることも　なしと思へば

なのです。この歌から想像

する道長は辣腕の政治家

で、まさに権力の権化のよ

うに思われても仕方ありま

せん。

　しかしながら、永井路子

は従来の道長像とは違っ

た、平凡で人間味あふれ

る、幸運な男を描きだしま

した。そして、その幸運の

影には、姉・詮子、妻・倫

子、娘・彰子をはじめとす

る女性たちの力が大きかっ

たことを指摘しています。

『この世をば』は、「大鏡」「栄華物語」「御堂

関白記」「小右記」などの史料を丹念に読み込

み、通説に対して新たな解釈を与えるとともに、

歴史における女性の立場を見直しているという点

で、永井路子ならではの作品といえます。

　十五夜の満月を愛でながら、あらたな藤原道長

像と、彼を取り巻く平安王朝絵巻を楽しんでみて

はいかがでしょうか。
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　近年は登山ブームといわれ、幅広い年齢層に登

山愛好者がみられます。今回は、古河登山倶楽部

(会員144名)会長として八面六臂の活躍をされて

いる山崎よつ子さんに話を伺いました。

「元々山登りは好きでしたが、1980年に夫とス

イス旅行に行き、アルプスの山々に魅せられてし

まいました。アルプスでの最初の登山は88年の

モンブラン登頂です。1回目の登山が成功したの

で、翌年の89年には、マッターホルンに登り、

本格的に登山を始めました。アルプスの山々はほ

とんど踏破し、ヒマラヤには今まで計4回遠征し

ました。昨年は海外に3回出かけました。アラス

カのハイキングでは20名の仲間と、高山植物な

どの花を楽しみました。」

「パプア・ニューギニアのウィルヘルム山

（4,509m）には5人で登りました。首都のポー

トモレスビーから飛行機と車を乗り継ぎ、悪路を

歴史小説に新風を吹きこむ 永井路子『この世をば』

永井路子氏と『この世をば』の肉筆原稿・単行本
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